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呼吸器感染症 に対す るCefdinirの 臨床効果 の検討
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細菌性呼吸器感染症12例(急 性気管支炎6例,慢 性気管支炎1例,気 管支拡張症の二次感染1例,

細菌性肺炎4例)にcefdinirを1回100mgな いし200mg,1日3回,原 則的に14日間投与し,そ の

臨床効果を検討した。臨床効果 は著効1例,有 効11例 で有効率100%で あった。検査異常 として

GOT,GPTの 軽度上昇が1例 みられたが,本 剤投与終了後に正常化した。副作用は認められなかっ

た。
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Cefdinir(CFDN)は 藤沢薬品工業(株)で新 たに開発 され た経

ロセフ ァロスポ リン剤(Fig.1)で あり,好 気性 ならびに嫌気性

のグラム陽性,陰 性 菌 に広 範囲な抗菌 スペ ク トル を有 してお

り,特 にメチシ リン感性Staphylococcus aums(MSSA),

Staphylococcus epidermidis, Streptococcus Pneumoniae な ど

の陽性菌 に強 い抗菌力 を示す1)。また,メ チシ リン耐 性Saur-

eus(MRSA),Enterococcus faecalisに 対 して も抗菌力 を示

す。今回,我 々は本剤 を12例 の細菌性呼吸器感染症に投与 し,

その臨床 的効果 および安 全性 を検討 したので報告する。

Fig.1.Structure of CFDN.

1.対 象および方法

1.対 象

1987年11月 より1988年4月 までの間に当科および関連

病院を受診し,同 意の得られた23歳 から77歳 までの細菌

性呼吸器感染症患者12例 を対象とした。その内訳は,急

性気管支炎6例,慢 性気管支炎1例,気 管支拡張症の二

次感染1例,細 菌性肺炎4例 であり,全 例アレルギーの

既往歴はなかった。

2.投 与方法

CFDNの 投与方法は,100mg(力 価)カ プセルを用い

1回100mgあ るいは200mgを1日3回,8時 間毎の経口

投与 とし,投 与期間は原則として14日 間とした。投与期

間中他の抗生剤の使用は一切行わなかった。

3.臨 床効果判定

臨床症状,検 査成績の推移,細 菌学的検索を考慮して

下記の基準に基づいて判定した。

著効:薬 剤の投与3日 以内に臨床症状および検査成績

の改善傾向を認め,か つ起炎菌の明らかな場合

1週 間以内に起炎菌の消失を認めたもの。

有効:薬 剤の投与7日 以内に臨床症状の消失,検 査成

績の改善傾向を認め,か つ起炎菌の明らかな場

合,1週 間以内に起炎菌の消失を認めたもの。

やや有効:臨 床症状,検 査成績の改善に7日 以上を要

し,か つ起炎菌の明らかな場合は起炎菌の完全

な消失が認められなかったもの。

無効:臨 床症状,検 査成績の改善が7日 以降にも全く

認められなかったもの。

II.結 果

治療成績は一括してTable1に 示 した。患者の喀痰よ

り起炎菌として分離同定された菌種は,7症 例からS

pneumoniae4株,Haemophilus influemae2株,Kleb-

siella pneumoniae 1株 の3菌 種で計7株 であった。残り

の5症 例においては起炎菌を明かにすることはできな
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かった。全体としての治療成繍 ま,著 効1例,有 効11例

であった。

臨床効果を疾患別に検討すると,急 性気管支炎6例 中,

著効1例,有 効5例,細 菌性肺炎4例 中,有 効4例,慢

性気管支炎と気管支拡張症の各1例 は,と もに有効で

あった。

起炎菌別の細菌学的効果は,S.pneumoniaeに 対 して

は4例 中,菌 消失4例 と極めて有効性が高 く,ま た,K

pneumoniae,H.influenzae に対してもCFDNの 投与に

よってこれら起炎菌を完全に除菌することが可能であっ

た。

本薬剤投与前後における肝機能,腎 機能およびその他

の検査値異常の有無を検討 した結果をTable 2に 示 し

た。GOT,GPTの 軽度上昇が1例(症 例10)に みられ

た。本症例は塩酸クロフェダノール と塩酸アンブロキ

ソールを併用 したが7日 間投与後GOT34→48→76,

GPT26→33→98と 上昇した。特に処置せず本剤投与終了

後13日 目には正常化 した(GOT35,GPT30)の で本剤の

可能性ありと思われた。副作用は全例に認めなかった。

III.考 察

近年,呼 吸器感染症における起炎菌としてグラム陰性

菌の台頭が目立ち,グ ラム陰性菌の抗菌力をもつ抗生剤

が次々と開発されているが,最 近は,S.aureusの ような

グラム陽性菌が問題 となっている。CFDNは グラム陽性,

陰性菌に対して広範囲な抗菌スペクトルを有し,特にS

aureus,S.epidermidis, Streptococcus Pyogenes,S.

Pneumoniaeな どの 陽 性菌 に対 して従 来 の経 ロセファ回

ス ポ リン剤 よ り も強 い抗菌 力 を示 す。 また,CFDNは,

β-lactamaseに 対 す る高 い安 定 性 と強 い殺 菌 作用を持

っ 。S.aureus(MRSA)に 対 して も抗菌 力 を持ち,最 近

のcompromised host等 の 呼 吸器 感 染症 に対 して大い}ご

期待 され て い る。我 々 の検 討 で は,1日100mgま たは200

mgを1日3回,4～15日 間 投 与 を行 った が,有 効率

100%で あ り,こ の 成績 は最近 我 々 が経 験 した他 の経ロセ

フ ァロ ス ポ リ ン 剤 の 有 効 率(cefixime2)66.7%,

cefpodoxime proxetil3)87.6%)に 比 べ 優 れ た成績で

あ った 。細 菌 学 的効 果 をみ て も,K.pneumoniae,H.in-

fluenzaeの グ ラム 陰 性 菌3株 すべ て,S.pneumoniaeの

4株 す べ て に菌 の消 失 を認 め た。

副 作 用 は全 く認 め られ ず,臨 床検 査 の異 常で はGOT,

GPTの 軽 度上 昇 を1例 に認 めた が 本 剤投 与終 了後 に正

常 化 した 。

以 上 の結 果 か ら,CFDNは 呼 吸器 感 染症 の治療薬とし

て極 めて有 用 で あ る と考 え られ た 。
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We investigated the clinical efficacy of cefdinir(CFDN)in 12 patients with respiratory tract infections;6
with acute bronchitis,1 with chronic bronchitis, 1 with bronchiectasis and 4 with bacterial pneumonia.CFDN
was given orally in a daily dose of 300mg or 600mg in 3 divided doses for 4 to 15 days.Clinical efficacy was
excellent in 1 and good in 11 patients.

Slight elevation of GOT, GPT was observed in one patient during the treatment, but no side effects were
noted in any of the patients.


